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地域に暮らす障がい児（者）への発達支援
─ 北海道文教大学 スマイル・プロジェクトの取り組み ─
 鹿内あずさ・小塚美由記・村上　優衣・笠見　康大・白幡　亜希・
服部　裕子・佐藤　明紀
抄録：平成 28 年（2016 年）に児童福祉法が改正され，対象児と家族のために必要な在宅ケアサービ
ス，および学校や地域で「児の発達支援」「地域に必要な社会資源の開発」が必要であるとされている．


































































2017 年 4 月〜 9 月／ 10 月〜 2018 年 3 月
　対象児（B 市・中学 3 年生・SMA：脊髄性筋萎縮症Ⅰ型）に対して，看護学科学生と健康栄養学
科学生と教員が月に 1 〜 2 回の頻度で自宅に訪問し，意思伝達装置を使用したコミュニケーション
により，交流を図った．参加した学生は，看護学科 3 年生 4 名，健康栄養学科学生 2 名，同行した






図 1　意思伝達装置を使う A ちゃんと学生のコミュニケーション場面
9 月 2 日（土）チャリティ ウォークへの参加












表 1　2017（平成 29）年度の活動概要【1 年目】
活動日 内　容 学　生 教　員
4 月〜 9 月
対 象 児：中 学 3 年 生 A ちゃん（B 市・中 学 3 年 生・
SMA：脊髄性筋萎縮症Ⅰ型）に対して，看護学科学生
が 2 名と教員が月に 1 回頻度で自宅に訪問し、意思伝
達装置を使用したコミュニケーションにより交流を図る．
看護学科 3 年生 4 名
健康栄養学科 3 年生 1 名
看護学科 4 名
健康栄養学科 2 名




参加児童： 1 名（B 市・中学 3 年生・SMA：脊髄性筋
萎縮症Ⅰ型）
会　　場：札幌市豊平橋 豊平川右岸
健康栄養学科 3 年生 1 名




10 月 21 日
（土）
北海道小児等在宅医療連携拠点事業 第 1 回 YeLL 実
践検討会−自治体等の実践から学ぶ−医療的ケア児の
実践体制　〈保健編〉（八雲町・芽室町）







10 月〜 3 月














表 2　2018（平成 30）年度の活動概要【2 年目】
活動日 内　容 学　生 教　員
6 月 23 日
（土）
北海道小児等在宅医療連携拠点事業 第 2 回 YeLL 実
践検討会−自治体等の実践から学ぶ−医療的ケア児の
実践体制　〈教育編〉（名寄市・札幌市）





























健康栄養学科 1 年生 1 名／
2 年生 2 名　こども発達学
科 1 年生 1 名／ 2 年生年 2





活動日 内　容 学　生 教　員







看護学科 2 年生 1 名 看護学科 2 名












　2018 年 9 月 1 日（土）チャリティ・ラン・アンド・ウォークの「3Km ウォーク」にエントリーし，
対象児（車椅子・人工呼吸器装着中／高等養護学校 1 年生）と共に参加した（図 3・図 4）．当日参





図 3　2018 チャリティ ウォーク 準備の様子
図 4　2018 チャリティ ウォーク 終了後の記念撮影
4.3　3 年目の活動（表 3）と学び
　2019 年度は，2018 年度（2 年目）に実施した恵庭市子ども発達支援センターの放課後デイサービ
スに通所している児童・生徒のためのプログラムに加えて，恵庭市内の放課後等デイサービス事業者
（発達支援事業所：6 施設）からの学生の企画したプログラムへの参加ニーズがあり，9 月に本学体












図 5　2019 大学探検準備 1 日学生証 図 6　2019 大学探検（学祭時）
図 7　2019 チャリティ ウォーク 準備の様子  図 8　2019 チャリティ ウォーク当日の様子
表 3-1　2019（平成 31 ／令和元）年度の活動概要【3 年目】
活動日 内　容 学　生 教　員





看護学科 1 年生 1 名




7 月 20 日
（土）
第 3 回北海道小児等在宅医療連携拠点事業 YeLL[ い














こども発達学科 4 年生 1 名
／ 1 年生 1 名
健康栄養学科 3 年生 5 名／








小学生 15 名 センター職員 3 名
会場：北海道文教大学 体育館
看護学科 3 年生 1 名
作業療法学科 2 名
こども発達学科 4 年生 2 名





活動日 内　容 学　生 教　員




参加児童 42 名 職員 29 名
会場：北海道文教大学 体育館
看 護 学 科 3 年 生 1 名 ／ 1
年生 2 名
作業療法学科 4 名
こども発達学科 4 年生 2 名
／ 1 年生 3 名
（準備のみ参加：理学療法








参加児童 13 名 職員 3 名
会場：北海道文教大学
看護学科 3 年 1 名／ 1 年
生 3 名
作業療法学科 4 年生 2 名 3
年生 1 名
こども発達学科 4 年生 1 名





表 3-2　2019（平成 31 ／令和元）年度の活動概要【3 年目】
活動日 活動内容 学　生 教　員








看護学科 3 年生 1 名 看護学科 1 名





こども発達学科 4 年生 1
名／ 3 年生 1 名／ 2 年生 1
名／ 1 年生 3 名
作業療法学科 3 年生 1 名／
1 年生 1 名













作業療法学科 3 年生 1 名
理学療法学科 4 年生 1 名 看護学科 1 名





健康栄養学科 2 年生 1 名
こども発達学科 2 年生 1 名
看護学科 1 名
（看護学科 OG1 名）






こども発達学科 1 年生 1 名
／ 4 年生 1 名
看 護 学 科 1 年 生 1 名 ／ 2




































































療養児への発達支援プロジェクト 〜 A 大学 5 学科の学生と教員の活動を通して〜，日本感性工










の学び，日本感性工学会 北海道支部 第 7 回学生会， 2019．
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Developmental Support for Children with Disabilities Living in the Community:
Initiatives by Hokkaido Bunkyo University Teachers and Students
SHIKANAI Azusa, KOZUKA Miyuki, MURAKAMI Yui, KASAMI Yasuhiro,
SHIRAHATA Aki, HATTORI Yuko and SATO Akinori
Abstract:  The Child Welfare Law was revised in 2016, and it is necessary to provide home care services for 
target children and their families, as well as "support for children's development" and "development of social 
resources necessary for the community" in schools and communities. Based on this necessity, this study aims to 
investigate the relationship between the students studying nursing, physical therapy, occupational therapy, child 
development, and nutrition at the university and children with illnesses and disabilities living in the area around 
the university or near the students' route to school (hereinafter referred to as "target children") for three years 
from 2017 to 2019. The purpose of this project was to enhance the children's awareness of their " potential" and 
to build on their own learning by engaging with them through events organized by the university and by visiting 
their homes. The students who participated in this project realized that, in addition to knowledge of diseases, 
knowledge of human anatomy, anatomy, physiology, etc., is necessary to understand the physical condition 
of the target child, and that knowledge of development and understanding of systems for life support are also 
necessary, In addition, it was suggested that the students were able to have a concrete image of the professional 
study they needed and the professional job they would have after graduation. This study was supported by a 
joint research grant from Hokkaido Bunkyo University. 
Keywords:  community, children with disabilities (persons), developmental support
